
 

桜台給食のあり方検討会 
 

① 市のセンター統合の思惑を反映 

・地元の反対表明に、市がセンター統合を断念せず設立 

・会の目的にある「給食の効率的な提供」＝センター統合？ 
 

② 財政面に偏った資料と議論 

・専門家は経費削減のみ強調し、収入増加案は１つも出さず 

・給食センターへの出費や多量の食べ残しの議論はなし 
 

③ 桜台と他の地区の住民感情を分断 

・桜台給食への出費に否定的意見多く、メリットを話しづらい 
 

④ １年以上、「食育」の知識共有や議論をせず 

・給食の議論に必要な「食育」「学校給食法」を知る時間もなし 
 

⑤ 給食の主役である子ども達の意見を聞いていない 

※徳本が前教育部長に要望したが却下 
 

⑥ 委員長が食育の議論や提案を何度も却下 

・委員長が「食育を話す場ではない」と発言 

・「給食＝教育＝食育」の認識すらなく進行している可能性大 
 

⑦ 自校式給食に不利な市民アンケート内容 

・センターでなく桜台給食への出費の額が際立つ内容 

・自校式に有利な食育は、差がなく見える数値を掲載 

白井の今の給食事情 

徳本光香の一般質問(2021年 11月 29日) 

「桜台小中給食」と「文化センター」の今後は？ 

２つのあり方検討会に問題あり 

桜台の住民の想いは自校式存続 
 

桜台小中学校ＰＴＡの保護者アンケートで、回答者の７４．６％が自校式給食

の給食センター統合に反対。市は給食センター設立時は桜台給食を入れな

い方針でしたが、事前説明もなく急にセンター統合案を出し、保護者の理解

を得られませんでした。市は結論を保留し、検討会に意見を求めています。 

白井の給食方式は２種類 
 

小中全１４校のうち１２校は

給食センター方式で、桜台小

中は学校の調理場で作られ

る自校方式給食です。 

 白井市には今、「桜台小中学校の自校式給食」と「白井市文化センター」の今後を考える２

つの検討委員会が置かれています。市が選んだ専門家や市民の委員が、給食施設や文化

施設を残すか無くすか、どう改修するかを話し合っています。しかし、２つのあり方検討委

員会を傍聴し、進行や公平性の問題を感じました。白井の未来のため、施設をなくす前提

ではなく、どう生かすかを、公平な情報を元に深く話し合ってほしいです。 

 

センター統合ありきでは？ 
 

市は、他の提案があれば検討会で検

討してもらうと回答。しかし検討会

は、市が５．５億円と試算した親子式

調理場の「新設」案より格段に安く

効率的な「増設」案を、なぜか検討

もせずに却下してしまいました。 

本当に不公平な出費ですか？ 
 

市が旧共同調理場を安く最新設備にでき

る改修案を採用せず新設した給食センタ

ーに、１５年間で６７.４億円も払うのを知

っていますか？財源は桜台も含めた市民

の税金です。検討会では、桜台の給食に

税金をかけるのは不公平という意見が出

ていますが、給食センターにかかる莫大

な出費への視点が抜け落ちています。 

食育調査に協力拒否！ 
 

白井市民が大学の研究として行った

千葉県内の給食調査に対し、なぜか

教育委員会は回答を拒否。調理員の

学校訪問数など食育の実情を調べ、

白井の給食にも役立つ研究なのに、

信じられません。 

将来財政難になるというなら

給食センターも一因では…？ 


